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活
動
が
必
要
で
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長　
自
転
車
安
全

教
室
等
を
実
施
し
、
啓
発
に
努

め
て
い
る
。
事
故
を
抑
制
す
る

た
め
、
今
ま
で
以
上
に
対
策
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
。

協
議
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

議
員　

現
状
の
バ
ス
路
線
で

は
、
下
連
雀
八
丁
目
バ
ス
停
付

近
の
混
雑
や
渋
滞
が
予
想
さ
れ

る
。大
学
が
始
発
・
終
点
と
な
る

バ
ス
路
線
の
整
備
が
必
要
だ
。

都
市
整
備
部
長　
弘
済
園
通
り

の
バ
ス
路
線
を
拡
充
す
る
方
向

で
検
討
し
て
い
る
。

議
員　
新
キ
ャ
ン
パ
ス
と
三
鷹

駅
を
結
ぶ
路
線
も
大
切
だ
。

都
市
整
備
部
長　
三
鷹
駅
を
学

生
に
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
に

は
、
駅
か
ら
の
路
線
の
充
実
が

非
常
に
重
要
だ
。
十
分
慎
重
に

検
討
し
た
い
。

議
員　
新
キ
ャ
ン
パ
ス
の
名
称

に
は
「
三
鷹
」
の
文
字
が
入
る

よ
う
に
要
望
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　
私
立
大
学
の
自
由
を
最

大
限
尊
重
し
つ
つ
、
機
会
を
捉

え
て
意
向
を
お
伝
え
し
た
い
。

画
２
０
２
２
に
基
づ
き
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
。

議
員　
市
内
文
化
施
設
へ
の
交

通
手
段
と
し
て
多
く
の
市
民
が

自
転
車
を
利
用
す
る
。
安
全
な

自
転
車
利
用
に
つ
い
て
の
啓
発

議
員　
平
成
28
年
４
月
に
杏
林

大
学
八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
が
三

鷹
市
に
移
転
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
大
学
側
が
行
政
に
期
待
す

る
こ
と
と
は
何
か
。

市
長　
大
学
と
市
民
、
地
域
と

学
生
の
交
流
活
動
の
促
進
等
に

よ
り
、
様
々
な
連
携
事
業
が
可

能
性
と
し
て
存
在
し
、
杏
林
大

学
と
し
て
も
そ
れ
を
大
い
に
期

待
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

議
員　
教
育
委
員
会
が
杏
林
大

学
新
キ
ャ
ン
パ
ス
に
期
待
す
る

こ
と
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

教
育
長　
知
的
資
源
の
活
用
に

よ
る
生
涯
学
習
の
場
の
拡
大
や

小
中
学
校
と
の
交
流
の
促
進
等

多
様
な
連
携
を
期
待
す
る
。

議
員　
ア
パ
ー
ト
や
寮
の
空
き

室
解
消
を
期
待
す
る
。
今
後
の

住
居
対
策
等
に
つ
い
て
伺
う
。

第
一
副
市
長　
ま
だ
具
体
的
な

生
活
環
境
部
調
整
担
当
部
長　

今
後
、
エ
キ
ス
ト
ラ
は
も
と
よ

り
、
撮
影
時
の
立
ち
会
い
や
案

内
所
運
営
支
援
等
、
運
営
面
で

も
幅
広
く
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
す
る
予
定
で
あ
る
。

議
員　
民
間
の
場
所
で
撮
影
を

行
う
場
合
、
撮
影
側
と
協
力
側

の
パ
イ
プ
役
と
し
て
留
意
す
べ

き
点
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

生
活
環
境
部
調
整
担
当
部
長　

窓
口
の
一
本
化
が
最
も
重
要

だ
。
ま
た
、
ロ
ケ
地
マ
ッ
プ
の

作
成
な
ど
ロ
ケ
撮
影
の
二
次
利

用
を
推
進
し
、
撮
影
協
力
者
に

還
元
す
る
と
と
も
に
ま
ち
の
に

ぎ
わ
い
創
出
に
つ
な
げ
た
い
。

議
員　
窓
口
と
な
る
み
た
か
都

市
観
光
協
会
の
人
員
増
と
市
の

支
援
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
同
協
会
に
臨
時
職
員
を

１
名
増
員
し
た
。
公
共
施
設
で

の
撮
影
等
は
関
係
各
課
で
積
極

的
に
協
力
す
る
ほ
か
、
様
々
な

場
面
で
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

に
つ
な
が
る
取
り
組
み
と
考
え

る
。
三
鷹
市
が
同
事
業
を
推
進

す
る
理
由
と
目
的
を
伺
う
。

市
長　
映
画
や
ド
ラ
マ
な
ど
で

撮
影
さ
れ
た
映
像
の
力
を
シ
テ

ィ
セ
ー
ル
ス
に
生
か
そ
う
と
考

え
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
た
か
都
市

観
光
協
会
と
の
協
働
で
同
協
会

に
設
置
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

議
員　
こ
れ
ま
で
も
、
井
の
頭

公
園
な
ど
市
内
の
撮
影
現
場
で

は
、
市
民
が
撮
影
に
協
力
し
て

い
る
。
市
民
エ
キ
ス
ト
ラ
登
録

制
度
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

あ
る
。指
定
を
す
る
者
、さ
れ
る

者
が
と
も
に
市
の
関
係
者
と
い

う
こ
と
に
な
る
な
ら
ば
、
競
争

性
を
確
保
で
き
な
い
の
は
無
理

も
な
い
。
こ
の
現
象
は
法
の
趣

旨
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
。

完
全
公
募
と
し
、
経
費
節
減
に

真
剣
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。

第
二
副
市
長　
私
た
ち
は
天
下

り
と
は
考
え
て
い
な
い
。
Ｏ
Ｂ

が
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
発

揮
さ
せ
る
こ
と
で
、
競
争
性
を

超
え
た
有
益
な
効
果
が
あ
る
。

う
支
え
ら
れ
る
と
考
え
る
か
。

市
長　
長
期
的
な
視
点
で
慎
重

に
計
画
を
立
て
、
保
育
の
質
を

確
保
す
る
た
め
公
立
保
育
園
を

ゼ
ロ
に
は
し
な
い
と
考
え
る
。

議
員　
市
内
で
子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
の
副
反
応
被
害
は
あ
る

か
。
今
後
の
対
応
等
を
伺
う
。

市
長　
現
時
点
で
は
報
告
は
な

い
。
毎
月
、
医
師
会
と
市
内
の

接
種
状
況
報
告
及
び
緊
密
な
情

報
交
換
の
機
会
を
持
ち
、
今
後

の
対
応
等
も
確
認
し
て
い
る
。

議
員　
子
宮
頸
が
ん
は
早
期
発

見
で
予
防
が
で
き
る
。
検
診
受

診
率
向
上
の
た
め
の
今
後
の
取

り
組
み
を
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長　
厚
生
労
働
省

の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
事
業
は
終

了
す
る
が
、
個
別
勧
奨
通
知
の

継
続
等
、
方
策
を
検
討
す
る
。

議
員　
市
民
が
文
化
施
設
等
に

行
き
、
本
市
の
歴
史
や
文
化
な

ど
を
知
る
こ
と
は
、
郷
土
愛
を

育
む
点
に
お
い
て
非
常
に
重
要

だ
と
考
え
る
。
太
宰
治
文
学
サ

ロ
ン
な
ど
の
文
化
施
設
等
に
再

訪
し
て
も
ら
う
に
は
、
展
示
内

容
や
周
知
方
法
の
工
夫
な
ど
ソ

フ
ト
面
の
充
実
が
必
要
だ
。

市
長　
三
鷹
ら
し
い
企
画
・
制

作
の
た
め
に
創
意
工
夫
を
し
て

い
る
。
ソ
フ
ト
面
の
充
実
が
伴

っ
て
こ
そ
、
施
設
整
備
が
生
き

る
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員　
市
内
に
は
、
農
業
体
験

や
演
劇
・
音
楽
鑑
賞
等
が
で
き

る
様
々
な
文
化
施
設
が
あ
る
。

小
中
学
校
の
教
育
に
お
い
て
市

内
文
化
施
設
等
の
利
活
用
は
有

効
と
考
え
る
。
所
見
を
伺
う
。

教
育
長　
地
域
へ
の
理
解
を
深

め
、
愛
着
や
誇
り
を
育
む
上
で

大
変
意
義
深
い
こ
と
と
認
識
し

て
い
る
。
社
会
科
見
学
で
市
内

の
様
々
な
文
化
施
設
を
訪
れ
、

地
域
の
理
解
を
深
め
て
い
る
。

議
員　
文
化
施
設
訪
問
時
の
交

通
利
便
性
向
上
の
た
め
に
は
、

既
存
路
線
の
見
直
し
も
含
め
た

バ
ス
網
の
充
実
が
必
要
だ
。

市
長　
ア
ク
セ
ス
改
善
を
目
指

し
な
が
ら
、
交
通
総
合
協
働
計

議
員　
防
災
上
重
要
な
公
共
建

築
物
の
耐
震
化
率
100
％
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
特
に
学
校
施

設
は
子
ど
も
た
ち
の
活
動
の
場

で
あ
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民

の
避
難
所
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
た
め
、
安
全
性
の
確
保
は

極
め
て
重
要
だ
。所
見
を
伺
う
。

市
長　
現
在
、
耐
震
補
強
を
必

要
と
す
る
公
共
建
築
物
は
18
棟

あ
り
、
平
成
28
年
度
ま
で
に
耐

震
化
率
を
100
％
と
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
計
画
的
に
耐
震
化

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

議
員　
耐
震
化
率
100
％
の
取
り

組
み
を
更
に
加
速
し
て
、
完
了

さ
れ
る
。
地
域
の
魅
力
を
内
外

に
知
ら
し
め
、
ま
ち
の
活
性
化

ど
、
経
費
節
減
を
図
る
取
り
組

み
を
今
後
も
継
続
す
る
。

議
員　
非
公
募
に
よ
る
指
定
管

理
先
で
、
経
費
節
減
が
進
ん
で

い
な
い
事
例
が
あ
る
。
指
定
管

理
先
を
変
え
る
と
い
う
選
択
肢

は
な
い
の
か
。

第
二
副
市
長　
可
能
だ
が
、
現

実
と
し
て
は
難
し
い
。

議
員　
非
公
募
に
よ
る
指
定
管

理
先
で
実
質
的
な
代
表
者
が
、

副
市
長
で
あ
っ
た
り
、
市
の
Ｏ

Ｂ
の
天
下
り
と
い
う
ケ
ー
ス
が

議
員　
保
育
サ
ー
ビ
ス
が
多
様

化
す
る
中
、
保
護
者
が
子
ど
も

に
合
っ
た
保
育
を
選
択
で
き
る

よ
う
、
個
別
の
情
報
提
供
と
相

談
体
制
の
充
実
が
望
ま
れ
る
。

子
ど
も
政
策
部
調
整
担
当
部
長

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
や

保
育
園
な
ど
、
地
域
の
子
育
て

支
援
拠
点
の
体
制
の
充
実
等
に

努
め
て
い
き
た
い
。

議
員　
私
立
幼
稚
園
の
延
長
預

か
り
保
育
に
つ
い
て
、
就
学
前

の
子
ど
も
の
成
長
を
支
援
す
る

観
点
か
ら
、
市
と
し
て
内
容
を

把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。

子
ど
も
政
策
部
長　
日
頃
よ
り

園
長
会
で
の
情
報
交
換
や
現
況

調
査
等
で
状
況
把
握
に
努
め
、

助
言
等
も
行
っ
て
い
る
。

議
員　
少
子
化
時
代
の
中
で
10

年
、
20
年
後
、
公
は
保
育
を
ど

議
員　
本
年
10
月
、
三
鷹
に
フ

ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
設
置

な
か
っ
た
よ
う
だ
が
な
ぜ
か
。

企
画
部
調
整
担
当
部
長　
ピ
ー

ス
サ
イ
ク
ル
に
限
ら
ず
意
見
交

換
は
見
送
っ
た
。

議
員　
和
歌
山
市
で
生
活
保
護

費
切
り
下
げ
に
つ
い
て
の
審
査

請
求
が
、
窓
口
で
受
け
取
り
を

拒
否
さ
れ
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
る
。本
市
で
の
対
応
を
聞
く
。

健
康
福
祉
部
長　
市
福
祉
事
務

所
で
も
受
け
付
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
相
談
が
あ
れ
ば
、

丁
寧
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
利
子
つ
き
奨
学
金
の
返

済
は
大
変
困
難
だ
。
早
期
に
給

付
型
奨
学
金
制
度
が
創
設
さ
れ

る
べ
き
だ
。

教
育
長　
国
に
お
い
て
も
検
討

が
始
ま
っ
て
い
る
。
機
会
を
捉

え
て
奨
学
金
制
度
の
見
直
し
に

つ
い
て
発
言
し
て
い
き
た
い
。

る
環
境
に
な
っ
た
の
に
、
三
鷹

市
は
競
争
が
な
い
非
公
募
の
ケ

ー
ス
が
大
半
で
あ
る
。
非
公
募

の
ケ
ー
ス
で
は
、
今
後
ど
の
よ

う
に
経
費
の
節
減
が
見
込
ま
れ

る
の
か
。

総
務
部
長　
経
営
改
善
に
関
す

る
計
画
書
の
提
出
を
求
め
る
な

議
員　
平
成
15
年
の
指
定
管
理

者
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
民
間

も
公
の
施
設
の
管
理
運
営
を
行

え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
制

度
は
総
務
省
通
知
に
よ
る
と
、

経
費
の
節
減
を
図
る
こ
と
が
目

的
の
一
つ
と
し
て
あ
る
。
公
と

民
で
経
費
節
減
の
競
争
が
で
き

議
員　
憲
法
第
９
条
が
あ
る
が

故
に
平
和
的
に
生
存
で
き
、
イ

ラ
ク
に
派
遣
さ
れ
た
自
衛
隊
も

実
弾
を
一
発
も
撃
た
ず
に
帰
国

で
き
た
。
憲
法
第
９
条
に
つ
い

て
の
所
見
を
聞
く
。

市
長　
再
び
戦
争
の
惨
禍
を
起

こ
さ
な
い
と
い
う
憲
法
前
文
の

理
念
を
踏
ま
え
、
平
和
主
義
を

明
確
に
示
し
た
も
の
だ
。

議
員　
市
が
市
民
と
一
緒
に
な

っ
て
平
和
事
業
を
展
開
し
て
い

る
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
い

る
。
三
鷹
市
に
お
け
る
平
和
施

策
の
推
進
に
関
す
る
条
例
に
つ

い
て
所
見
を
聞
く
。

企
画
部
調
整
担
当
部
長　
今
後

も
条
例
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
平

和
の
推
進
・
実
現
に
努
め
た
い
。

議
員　
三
多
摩
ピ
ー
ス
サ
イ
ク

ル
と
の
意
見
交
換
が
実
施
さ
れ

２５・１１・３

一
般
質
問

　

９
月
２
日
、
３
日
の
本
会
議
で
、
20
人
の

議
員
が
市
政
全
般
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

に
じ
色
の
つ
ば
さ
　
嶋
﨑
　
英
治
　
議
員

憲
法
を
尊
重
し
市
民
と
と
も
に

平
和
施
策
を
推
進
せ
よ

に
じ
色
の
つ
ば
さ
　
半
田
　
伸
明
　
議
員

天
下
り
を
廃
止
し

指
定
管
理
施
設
を
完
全
公
募
と
せ
よ

に
じ
色
の
つ
ば
さ
　
野
村
　
羊
子
　
議
員

子
ど
も
を
健
や
か
に
育
む

保
育
・
保
健
施
策
の
充
実
を

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
渥
美
　
典
尚
　
議
員

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で

三
鷹
の
魅
力
の
一
層
の
Ｐ
Ｒ
を

み
た
か
観
光
案
内
所

（
み
た
か
都
市
観
光
協
会
）

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
伊
東
　
光
則
　
議
員

郷
土
愛
を
育
む
文
化
施
設
の

充
実
と
交
通
利
便
性
の
向
上
を

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
土
屋
　
健
一
　
議
員

杏
林
大
学
新
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
で

連
携
や
環
境
整
備
等
の
拡
充
を

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
加
藤
　
浩
司
　
議
員

防
災
上
重
要
な
公
共
建
築
物
と

非
構
造
部
材
の
耐
震
化
を
進
め
よ

（
６
面
へ
続
く
）


